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　昨年の総会決議事項に基づき第１回の幹事定例
会を行いました。
　出席者は、財団から米山氏、松本さん。サークル
からは９名。
（尚、興味ある方はサークルの会員であれば出席で
きます。出席できなくても疑問点、提案、意見等があ
れば財団の鉄道サークル宛にハガキ等、渡辺宛に
ハガキ、メール等をご利用ください。）

1.トラストトレイン補修募金

　財団で１２月末からＣ１２/１８０口、オハニ/６０口（１口
３万円）の募集を開始した。現在４０口余り。新聞、雑
誌、インターネット、ＴＶ等を利用して呼びかけを行っ
ています。領収書等はサークルのボランティアで協
力しています。
　募金方法については複数名での募金もＯＫとして
います。その他、募金の方法を郵便振込みとしてい
ますが、財団に募金方法の多様化を検討していた
だくようにお願いをしました。皆さんの募金をよろしく
お願いします。

２、今年のトラストトレイン用パンフレットの更新

　例年のように写真の差し替えと紙の変更という方
向で進めます。財団の方と協力していただける方を
募集しています。

３、恒例の春の補修ボランティア

日程：３月２１、２２日（日、月）

補修内容：お客さんとの接点となるところを重点的に
行う。
　床、座席モケット、座席側面等。
工具等：現在準備中です。詳細は次回幹事定例会
で。
電源の確保のためコードリールの購入を新たに計
画。（ヨ５０００補修にも利用）

鉄道サークル幹事定例会（１/２９）内容報告
４、ヨ５０００の補修計画

　屋根の吹き替え見積もりが出次第、即作業を進め
る。費用は、ヨ５０００基金１２万円余り（足りない場合は
サークル費から補填）を用いる。

５、４月２４日運転予定のトラストトレインで、大井川鉄

道と「親子ＳＬ教室」を開催予定

　６０名くらいの参加を予定していることから、ボラン
ティアとしては２０名くらい（うち４名はリーダー格とし
て）必要です。是非ともボランティアの協力が必要で
すので日程を調整して参加していただきたいと思
います。
　役割分担をして対応していきますので、早めに（３
月の補修作業の頃まで）参加表明をお願いします。
子供向けボランティアマニュアルも作製する予定で
す。
（通常のボランティアマニュアルのリニューアルも最
終仕上げ段階にはいっています。）

６、大井川鉄道との交流会

　大井川鉄道の方と交流会を行いたいと考えてい
ます。
　財団の方に大井川鉄道と相談していただいてい
ます。

７、車販商品

　今年のテレホンカードは、酒井さんの桜のシーン
の写真（予定）をテレカとし、乗車記念カード（川島さ
ん作の絵）をつけて１０００円で販売予定。なお、来年
は夏のシーン（再来年は秋）を公募します。
　また、募金していただいた方に乗車記念カードを
配布する。
　トラストトレイン修復募金用の、煙管の輪切りの余
剰品を加工し、車販品として活用する。
（ボランティアで安く加工していただく予定。）
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８、スタンプ

　デザインは写真からコンピュータ処理をして作製
する。

９、会報の発行

　回数を増やして欲しいという声が多いので、幹事
定例会等の決定事項、トラストトレイン運転等の行事
の際に発行者の負担にならない範囲でできる限り発
行していくことになりました。
　各地域での行事等、また個人投稿がありました
ら、是非送付していただきたく思います。皆さんの会
報ですから是非ご協力ください。

10. 会費

　例年通り、2000円とする。なお、上記４．のヨ５０００の
補修にヨ５０００基金から支出するので、その補填とし
て、ヨ５０００基金を一口1000円で募る。
このヨ５０００基金は今年度中は継続して行う。
　
11. ボランティアマニュアル・車内吊りポスター

　ボランティアマニュアルはほぼ完成しており、仕上
げの段階。加えて、オハニ荷物室車内にボランティ
ア作業の流れを表した説明板も制作中。

文責　織田秀次（会報担当）
渡辺一男（事務局担当）

「親子SL教室」のお知らせ
今年第一回目のトラストトレインの運転日に、大井川鉄道さんとジョイントで
「親子SL教室」を行う予定です。
こちらからは、２０名ほどのボランティアを要請されています。（もちろん通常の
トラストトレインボランティアも行います。）
うち、４名はリーダー格（１名は統括リーダー）として参加していただきます。
詳細は追ってお知らせしますが、上記リーダーの選出等の都合上、参加の申
し込みは前もって随時受け付けますので、早めにお申し込みください。

お申し込みは、財団事務所あて、はがきかファックスで。

もしくは、鉄道サークル事務担当渡辺一男まで。

電話/ファックス　045-621-0903

携帯　090-1455-4253　電子メール　watamoku@nn.iij4u.or.jp
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３月７日の井原鉄道試乗会のお知らせ
大阪駅８：００発（最前位に乗車）―姫路着９：０１―姫路発９：０３―総社着１０：５７総社発
１１：１５―井原鉄道―矢掛
矢掛にて昼食後、宿場町散策
矢掛発１４：３８―井原鉄道―神辺着１５：１５―神辺発１６：０２―サンライナー―姫路着
１８：０１―姫路発１８：１３―大阪着１９：０８
上記はあくまで予定で、途中時間の変更等、参加者と相談しながら進めます。
大阪乗車だけは変更しません。
ふるってご参加ください。
なお、青春１８切符は各自購入願います。

テレホンカード用

写真募集
　今年は、酒井誠さんの春
をテーマにした写真でテレ
ホンカードを作成します。
　そこで、来年は「夏」、再
来年は「秋」をテーマにテレ
ホンカードを作成したいと
思います。
　もちろん、過去に撮影し
たものでも構いませんので
どしどしご応募ください。

関西地区定例会のお知らせ
日時　５月９日（日）午後１時より
場所　大乗院文化館
次回からビデオ・レクチャー等も取り入れる予定です。

トラストトレイン修復募金のお願い
　昨年８月に発生したＣ１２の小煙管破損によりオリジナル
編成での運行が中止されているトラストトレインですが、修
復のための費用約５４０万円が必要となりました。また、オハ
ニ３６の外板の修理・再塗装の費用も約１８０万円かかります。
そこで財団では
　・Ｃ１２SL修復募金として１口３万円（１８０口限定）
　・オハニ３６客車募金として１口３万円（６０口限定）

を募集することにしました。募金なされる方は郵便振替で
　００１２０‐２‐１０６１４０　財団法人日本ナショナルトラスト
まで、どちらに募金されるのかを明記の上、お送りください。
募金者には、オリジナルレシートカードを送り、車内に名前を
掲示します。また、希望者は使用済みの煙管を利用した文
鎮がもらえます。
　なお、何人かでまとめて３万円一口としての募金も可能と
いうことです。ただし、その際は名前を連名で車内に掲載
できないので、何か適当なグループ名を、全角なら６文字位
で考えてほしいとのことです。
煙管製文鎮も頂けるのは一個だけということです。
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　ペルーのリマに着いた３日目の
朝（１９９４年５月１６日）、私は現地旅
行社の人が来るのを、日本人一
世が経営する宿で待っていまし
た。すると、表通りで何か大声が
した様でした。すぐ、同じ宿にい
たＯさんを迎えに来た運転手が
入ってきて、車を持っていかれた
様子を話していました。Ｏさんは、
防衛庁関係者で、リマの日本大
使館勤務になって間がなく、住宅
を探している時なのでした。
　朝、決まった時間に大使館から
の迎えの車で出勤だったのです
（安全を考えてのだと思う）。車は
日本製で、ジープを大型にした様
な４駆で、現地では、高価な車
だったと思います。

　その車を、宿の前で、運転手が
降りたとたんに強奪されたので
す。おそらく、以前からねらわれて
いたのだと思います。
　リマ市内は、中古車のオンパ
レードで、スクラップ直前と思われ
る車も多く、大通りでエンコしてい
る車はめずらしくないのです。
　日本国内では気付かないが、
日本人は外国で大金持ちと見ら
れているのです。（途上国民には
特に）
　私は、ガイドブックに、腕時計も
外した方がいいとまで書かれるこ
の様な国で、なぜ高価で目立つ
車を使うのか分からないのでし
た。
　私の疑問が解けないうちに、ハ
デな行事を催し、あの占拠事件
が起きたのです。残念ながら、Ｏさ
んも人質の一人になっていまし

エクアドル、リオバンバの街中で、焼きバナナの引き売り。
日本の焼きトウモロコシ売りと同じスタイルです。

1994.5.12

世界の社会探訪　その２

大使館公用車強奪事件

た。その後は、みなさんご存じの
通りです。
　なお、Ｏさん家族は解決後、す
ぐ日本勤務に戻った様です。

エクアドルの焼バナナ売り

　焼いて食べるバナナがあると
云うことを知っていますか？
　バナナの本場エクアドルには、
煮る、焼くなどの方法で食べるバ
ナナがあるそうで、リオバンバの
街中でリヤカーを引いた焼きバナ
ナ売りを偶然見つけ、さっそく味
見となりました。
　焼イモとバナナの合いの子の
様な感じでした。値段は少々高く、
日本円で１８円位でした。
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　朝まだ真っ暗な６時、太平洋の
ロスモチスを出発した列車は、平
原から山麓へと車窓は変わって
いる様でした。
　明るくなったので、列車内の様
子を見回っている時ででした。一
人の女性から声をかけられまし
た。３０歳位の日本です。このＹさ
んに「メキシコに来て２週間になる
のに、日本人に逢ったのは貴方
が初めて」と云われたのです。(注1)

　でも、私は乗車前に７０～８０人
位の乗客中に、私を別に、３人の
日本人がいるのを見ていました。
Ｙさんは、私が終着まで乗り通す
レールファンであることを知ると、
始発駅へ来るのに長距離バスを
一つ手前で降りてしまったこと、シ
ティバンクのカードでお金を降ろ
す所を時間がなく探せなかったこ
と、手持ちが２００Ｐ（ペソ）ばかり、列
車の出発前にキップを買わずに
乗ったことなどを話したのです。
　その後、私はＹさんが今後どう

世界の社会探訪　その３

メキシコの列車に乗って

いう方法をとるのか、と思っていま
した。
　２度目には、沿線中頃のハイラ
イト(注2)が望めるディビサデロま
で行き、一軒だけの高級ホテルに
カードで泊まり、ディビサビロまで
２４０Ｐの料金を、車掌が持ち合わ
せの２００Ｐにマケテくれたと、嬉し
そうに云うのでした。良かった
なーと私も思ったのです。
　そこで、Ｐに余裕があった私は、
「日本に帰ったら返してください」
と４００Ｐ渡したのです。Ｙさんは、
車掌とまた話し合ったのです。そ
の結果、なんと「銀行が多くあり、
入手の確実な終点チワワまでこ
の列車で行く」と云うことでした。
後で分かったのですが、車掌は
チワワの住人で、銀行からの引き
出しに自信があったのです。
　ところで、Ｙさんは、ディビサデ
ロまでの料金はマケテもらい払っ
たのですが、ディビサデロ～チワ
ワ間はどうしたと思いますか？大き
な声では云えないのですが、車
掌がマタマタ、マケテくれたので
す。私が、４１３Ｐ払った区間を２００Ｐ

で・・・。
　この車掌まだフロクがあるので
す。翌日、駅への用務の途中だと
云って二人のホテルへまで来て、
余り大きな街(注3)ではなかった
が、市内を案内してくれたので
す。
　Ｙさんは列車を降りた後も幸運
続きで、私の予約ホテルより安い
所を探すと云っていたが、私と別
れた直後に宿に来た男女２人の
現地人に誘われて無料で泊まり、
翌日は車掌と市内をめぐった後、
前夜一緒の２人の車で、次の目的
地近くまで乗せてもらったそーな
のです。
　金はあるだろうが安全とは云え
ず、ツメタイ感じのアメリカを廻っ
た後だけに、明るくカラフルで気
のいい人々の国メキシコを感じる
楽しい出来事でした。

後藤　正治

メキシコ、チワワ太平洋鉄道ディビサデロ駅近くの展望台より、大渓谷。
（雄大すぎてつかみにくい）1998.5.24

(注1)メキシコ南部には、アカプルコ、
カンクン等、リゾート、史跡等が多い
が、北部にはこれはと思う物が少な
い。
(注2)この鉄道のほぼ中間、ディビサ
デロ駅すぐ近くで、アメリカ・グランド
キャニオンを凌ぐと云う大渓谷が望ま
れ、見物のため乗客は案内される。
(注3)チワワ州の州都で、チワワ犬、皮
製品で有名な街。
１Ｐ（メキシコペソ）＝約１６円
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いんふぉめいしょん

鉄道サークル定例会のおしらせ
日時　2月18日（木）午後７時～
場所　財団事務所
テーマ　
1.3月20（土）・21（日）のボランティアについて具体的に作業内容を詰める。
2.トラストトレイン用の今年のパンフレットについて。

トラストトレインボランティアのお知らせ
日時　３月２０（土）・２１（日）
　　　２０日はam10:30頃～17:00pm頃まで
　　　２１日はam9:00～16:00pm頃まで
場所　家山駅構内
作業内容

　＊座席の虫干しと洗浄、破損個所の補修
　＊床の破損部分の補修
　＊座席周り、特に、お客様が接する部分、目に付く部分の整備、清掃。
　＊車内吊りポスター等の取り替え
　＊車内装備品の確認と整理整頓
　＊スハフ43外板のワックスがけ
　＊４月２４日に開催予定の「親子SL教室」の準備（シミュレーション）
以上の中から、天候や参加人数に合わせ、ボランティア作業を行います。
なお、宿泊、申込み方法等は追ってはがきにてお知らせします。
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